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◎基本政策4  文化的で豊かな共生社会の実現
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戦略シート（事業計画）
の最新版はこちら

▶  2023年の日本のジェンダーギャップ指数は、146か
国中125位で主要先進国の中の最下位であり、特に政
治分野（138位）と経済分野（123位）が低迷してい
ることから、家庭や職場における固定的性別役割意識
が今なお根強く残っていることがうかがえます。

▶  令和元年６月に改正された女性の職業生活における活
躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）が４年４月
に全面施行され、女性をはじめとする多様な労働者が
活躍できるよう、ワーク・ライフ・バランスの推進及
び就業環境の整備が求められています。

▶  区では、ジェンダー平等意識の形成に向け、男女平
等センターを中心として男女平等参画に関するセミ
ナー等を行うほか、様々な周知・啓発事業等に取り
組んでいます。

▶  社会経済状況の変化とともに、女性が抱えている問
題も複雑化・多様化かつ複合的になっています。ま
た、国においては、令和６年４月に「困難な問題を
抱える女性への支援に関する法律」が施行され、人
権や男女平等を図ることの重要性から、様々な困難
な問題を抱える女性に対して、包括的な支援が必要
とされています。

▶  配偶者等からの暴力は、犯罪となる行為も含む重大
な人権侵害であるにもかかわらず、家庭内や親しい
者同士の問題であるために、潜在化・深刻化しやす
い状況があります。新型コロナウイルス感染症の感
染拡大に伴う生活不安やストレス、外出自粛による
在宅時間の増加等により、家族からの暴力も増加し
ています。

▶  区では、配偶者暴力相談支援センターや男女平等セ
ンター等で、配偶者等暴力に関する相談支援事業を
実施しており、増加するDV等被害者の個々の状況に
応じた相談に対応するため、相談体制の充実を図っ
ています。

・・  文京区男女平等参画推進計画 
（令和４年度～令和８年度）

①�男女平等参画を支える意識

　男女の地位が最も平等と考えられているのは、「学校教
育」(50.0％ )となっていますが、いまだ多くの項目で男
性優遇意識が強く、「社会通念、慣習、しきたり」では
78.7％と特に高い割合となっています。

② �DV被害を受けた際の相談状況

　配偶者等からの暴力を受けた場合の相談先としては、
「友人・知人」が23.0％、次いで「親族」が19.5％となっ
ています。一方、「相談しようと思わなかった」が48.5％
と最も高くなっています。

資料：文京区男女平等参画に関する区民調査（令和２年度実施）
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 関連する主な計画等
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男女平等参画社会の実現主要課題

No.39

 課題解決に向けて取り組むべきこと
・・  あらゆる場面において、ジェンダー平等意識を向上させる必要があります。
・・  家庭生活における女性の家事負担の緩和や、性別に関わらず働きやすい職場環境の整備が必要です。
・・  配偶者、パートナー等からの暴力の防止と根絶に向け、加害者にも被害者にもならないために、あ

らゆる世代へ幅広く周知していくことが必要です。
・・  配偶者等暴力などの困難な問題を抱える女性に対して、相談体制の充実や、関係機関や民間団体等

との連携・協働による自立に向けた切れ目ない支援が求められています。

資料：文京区男女平等参画に関する区民調査（令和２年度実施）
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■ 女性優遇評価　　　■ 平等　　　■ 男性優遇評価　　　■ その他

４年後の
目指す姿

●男女平等参画社会を支える意識の形成
　無意識のうちに形成された固定的性別役割意識を解消し、あらゆる分野における男女平等参画を推進するため、
男女平等センターを拠点とした、学習機会の提供や各種団体活動の支援などによる啓発・普及活動に取り組みます。

●男女平等参画と女性の活躍の推進
　働く全ての人が個人の能力を発揮しながら働き続けられるよう、家庭生活における男性の参画を推進し、ワー
ク・ライフ・バランスの推進に取り組むとともに、女性が働きやすい労働条件や職場環境等の整備を事業所等に
働きかけていきます。

●あらゆる暴力の根絶と困難な問題を抱える女性の安全・安心な暮らしの実現
　あらゆる暴力の根絶に向けた啓発活動を推進するとともに、DV等の困難な問題を抱える女性に対し、自立に向
けた切れ目ない相談・支援ができるように、関係機関や民間団体等との連携・協働による相談支援の充実を図り
ます。

　区民の男女平等に関する意識が高まり、全ての人が、喜びも責任も分かち合いつつ、性別に
かかわりなく、その個性と能力を十分に発揮して、いきいきと暮らせる社会の構築が推進され
ている。

 計画期間の方向性

 手段（当初事業計画）

事業
番号 計画事業（所管課）

年次計画 令和６年度
事業費（千円）令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

140 男女平等参画の推進
［　　　　総務課　　　　］

415,152

141 女性・母子父子等相談体制の充実
［　　　 生活福祉課 　　　］

24,401

142 母子・女性緊急一時保護事業
［　　　 生活福祉課 　　　］

366

▶�▶�男女平等参画啓発事業（講演会、セミナー、啓発誌の発行等）男女平等参画啓発事業（講演会、セミナー、啓発誌の発行等）
▶�▶�ピア・アクティビスト*育成事業 ピア・アクティビスト*育成事業 
（研修会、講座、普及啓発等）（研修会、講座、普及啓発等）

▶�▶�男女平等センターの運営 男女平等センターの運営 
（文京区女性団体連絡会等の活動支援、各種団体の相互交流等）（文京区女性団体連絡会等の活動支援、各種団体の相互交流等）

▶�▶�男女の悩みや生き方に関する相談事業（電話、面談、SNS）男女の悩みや生き方に関する相談事業（電話、面談、SNS）

▶�▶�あらゆる暴力の根絶に向けた啓発活動 あらゆる暴力の根絶に向けた啓発活動 
（普及啓発事業の実施等）（普及啓発事業の実施等）
▶�▶�男女平等参画推進会議男女平等参画推進会議

▶��▶��女性相談支援員の配置 女性相談支援員の配置 
（配偶者等からの暴力・夫婦関係、生活の問題等の相談）（配偶者等からの暴力・夫婦関係、生活の問題等の相談）
▶�▶�母子父子自立支援員の配置（母子家庭及び父子家庭の自立支援）母子父子自立支援員の配置（母子家庭及び父子家庭の自立支援）

▶�▶�女性のほほえみ支援ネットワーク事業 女性のほほえみ支援ネットワーク事業 
（ 困難な問題を抱える女性の支援ネットワークに関する協議、 （ 困難な問題を抱える女性の支援ネットワークに関する協議、 

民間団体等との連携・協働等）民間団体等との連携・協働等）

▶�▶�配偶者等からの暴力被害を受ける母子・女性の保護配偶者等からの暴力被害を受ける母子・女性の保護

【男女平等センターの改修】【男女平等センターの改修】
改修（休館）改修（休館）

＊ピア・アクティビスト�　「セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」について、若い世代の意識向
上を目指し、活動する 10 代から 20 代の若者


